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グリーンインフラについて 

 

１ グリーンインフラとは 

自然環境が有する機能を社会における様々な課題解決に活用しようとする考え方であり、アメリ

カで発案された社会資本整備手法で、近年、欧米を中心に取組が推進されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国土交通省における考え方と取組 

国土交通省としては、これまで「グリーンインフラ」と明確に称していないものの、河川や海岸、

道路などの幅広い分野における社会資本整備事業等の推進に当たって、自然環境が有する機能を引

き出し、地域課題に対応していこうとしており、すでにこれらの取組が、持続可能な社会や自然共

生社会の実現、国土の適切な管理、質の高いインフラ投資につながっているとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 
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３ 国が考えるグリーンインフラに取り組む意義と注意点 

○ グリーンインフラは地域課題への対応のために行うことから、地域課題を把握し、政策目標を

明確化した上で、自然環境が有する多様な機能を活用する手法も含めて、対応案を検討するこ

と。 

○ 対応案の検討には、社会面、経済面、環境面の評価を行い、整合性を図った取組であること。 

○ 対応案の選定には、自然環境が良いという観点だけでなく、個別法や地域の状況を踏まえ、技

術的、あるいは専門的知見に基づいた検討を行うこと。 

○ 地域の実情に応じ、水面や緑を増やすことが重要となる場合がある一方、単に量を増やすだけ

に留まらず、地域の自然環境、社会面、経済面の状況を踏まえ、地域課題の解決につなげてい

くという視点が重要であるとともに、緑に限らず、水、海岸等様々な自然環境を活用していく

ものであること。 

 ○ 当該取組に関わる住民・関係者等の対象者を適切に把握し、適切なコミュニケーションを実施

し、連携を図ることが望まれる。 

 ○ 効果を発現するまで時間を要する場合もあることから、順応的な対応と持続可能な仕組みを構

築して管理していくことが望ましいこと。 

 ○ 可能な限り機能の持続性の担保を図ること。 

 ○ 要求する機能を可能な限り明確にするとともに、自然環境の機能の観点から、地域課題への対

応への対応に即した目的を有する法令に基づく制度、協定、土地取得、協力要請等により、可

能な限り機能の持続性担保を図ること。 
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